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　ヒ ス テ リ
ー
症状 を 呈 し た て ん か ん 患者 as名 （男 5名、女

21名 ）を検討 した。て ん か ん類型で は、原発 全 汎 4 名、続

発全 汎 5 名、部分 14名 （側頭 葉起源 10名 ）、そ の 他 3 名で

あ る 。
ヒ ス テ リ

ー
発症に は 種 々 の 要 因が 関与 して い た が 、

患者側の 主 た る要 因は 以 下の よ うに 分 類 され た 。

　 1．性格要因

　　1 ）依存的な性格　6 名 （もと もとの 性格 3 名、て ん

　　　か ん と の 同
一

化 3 名 ）

　　 2 ）い わ ゆ る ヒ ス テ リ
ー
性格　 4 名

　　3 ）強迫的な 性格　 2名

　　 4 ）い わ ゆる 本態性変化　 2名

2．知 的要 因 　 5 名

3．身体的要 因

　 1 ）抗 て ん か ん 薬中毒 　 4 名

　2 ）発作後もうろ う状態　 2名

　3 ）発 作重延 状態　 1 名

　な お 性格要因 と した 2例に 強制正 常化 な い し seesaw

現象の 傾向を 認め た 。

　一
方環境要因 （心因 ）か らみ る と、心 因反応的 に

一過 性

に 発 症 した 症例が 9 例、 7 例に は 青年 期 心 性 と 密接に 関連

した 葛 藤 が 存在 して い た 。

こ の 経験 か ら以下の 点を 強調 した い 。

1． 2 つ の 異 っ た 思考 過 程が 要請 され る 。 両者を 精神医

　学的お よび 神経生 理 学的に 峻別 す る二 者択
一

的な考 え

　方 とそ れをの りこ えて 、 発作 の 原因 に は 関係な く、そ

　の 個体に お け る 発作 （て ん か ん ）の もつ 意味か らの 理

解で あ る。

2．青年期心性 と 関連 して 発現す る こ と が 多い の で 、そ

れ へ の 配 慮 が 必 要 で あ る 。

3．身体的要因 を 常｝ご考慮 しな けれ ば い け ない が、

　Landolt の 挿間症 4 型全 て が 身体的要因 に な り得

る 。 その 際の 考 え 方に も触れ たい 。
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　 て ん かん者 の 社会 心 理学 的 側 面 を 知 る た め に 、

WPSI　（Washington 　Psychosocial　Seizure　Inve 皿
一

tory ： Dodri11 ，C．B．　 et　 a1 ，
1981 他 ）を 、 そ の

ま ま 日本 語訳 に し 、 36名 の 成人 て ん か ん 者 （但 し

16歳以上 ）に 使 用 した 。そ の 結 果 を 報告 し 、 各 国

と の 比 較 、
WPSI の 本邦 に お け る 使 用 の 問 題 点 な ど

を 指 摘 し た い 。

　 wPSI の 概 要 ： 1977年 頃 よ り 、Dodrill ，
c．B．ら に

よ り 使 用 さ れ て き た 。 132の 質 問事項 よ り成 る 。

結 果 は 3つ の 妥 当性 尺度 と 、8つ の 心理 社 会 的 尺 度

に よ り表 わ さ れ る 。 前 者 は無答数 、 虚 構 、 稀 な 応

答 で あ る 。 後者 は 、　 （D 家族背 景 、　   情緒 適

応 、　 （3）対 人関係 適 応 、　   職 業 適 応 、   経

済 状 況 、 　（6）発 作 へ の 適 応 、　 （7＞医師 ・医 療 と

の 関係 、 　 （8＞全 般的 社会 心理 的 機 能 　で あ る 。 こ

れ ら 8つ の 尺 度 は 4段 階 に 区別 さ れ 、 プ ロ ッ トさ れ

る 。

　 対象 ： 現 在 尚続 行 中 で あ る が 、

一応 36名 を 対象

に す る 。男 17
、 女 19 。 平 均年 令 は 38。8歳 、 SD

lO ．98。 発 作型 は全汎 11、部分 10、 両者 合併 15 。 平

均 発 作期 間 19。55年 。 発 作抑 制状況 は 、 こ の 一年

間発 作 な し ： 10、 年 に 数 回 ： 12 、 月 に数 回以 上 ：

14で あ る。

　 結 果 ： 36名 に 施行 し た 時点 で の WPSI テ ス トに よ

る 結 果 の 概 要 は 以下 の 如 く で あ っ た 。

　 1．家族背 景 に 関 し て は 、
9 割強 の 症例 に お い て 、

ほ と ん ど 問題性 が な く 、 家 族 内 に あ っ

丶

（ 、 き わ め

て 厚 い 保 護下 に あ る こ と が う か がわ れ た 。2．情緒

面 で は 、半数 強 に 問題 が み ら れ た 。 3．発 作 へ の 対

応 面 で は 、尚 80％強 に 不安 を 有 す る こ とが うか が

わ れ た 。

　 以上 の 結 果を米 国 で の Dodril1 ら の も の と比較

す る と 、 家族 背 景 は い ず れ も 問題 は 少 な い が、我

々 の 方 が さ ら に 高率 に 低 い 。 情緒面 で は
、

よ り 米

国 に 問 題 が 多 い 。発 作 へ の 不 安 は 我 々 に お け る場

合 が 高 い 。 医師 ・医療 面 で の 対 応 は 、 我 々 の 場合

の 方 に 、 よ り強 い 改善 の 必要 性 を 指 摘 し うる かも

し れ な い 。

　 以 上 の 詳 細 と ともに 、他 の faじtorを 加 味 し た

場合 の 結 果 を 報 告 する 。
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